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農村にある資源を活かした生業づくり

平成25年1月26日

株式会社 農楽 西村俊昭

自己紹介

•昭和40年 大阪市生まれ

•平成元年 愛媛大学農学部農業工学科卒業

建設コンサルタント入社

・平成19年 農楽設立

・平成20年 農村移住

農楽法人化

•得意分野
地域計画

自然エネルギー計画、

農業農村整備事業計画

・人生の目標

環境・福祉・経済が調和した持続可能な農村の構築

農による障がい者雇用の創出

技術力・マネージメント力・人間力を極める

農村再生？

昔の農村

•農業を基盤に地域資源を活かした多様な生
業があった

•木や水力、動物によりエネルギーを得ていた

•自然環境と調和した暮らし

•多様な世代で構成されていた

•持続可能な地域
（経済・環境・福祉）

現在の農村

•人口の流出、高齢化

•農地、山の荒廃

•存続が危ぶまれている

など

•産業と都市の発展
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農村再生

•最新技術とつながりにより螺旋的発展

•つながりによる新たな生業の創出

•移住者、訪問者の増やすしくみ

•流域で農村を支えるしくみ

•食・エネルギー・福祉が自立できるしくみ

プロジェクトの紹介

・東近江市ハンドシェーク協議会（・東近江市ハンドシェーク協議会（・東近江市ハンドシェーク協議会（・東近江市ハンドシェーク協議会（H20H20H20H20～～～～H24H24H24H24））））

体験活動×農家レストラン×農家民泊

・えんプロジェクト（・えんプロジェクト（・えんプロジェクト（・えんプロジェクト（H24H24H24H24））））

着地型観光×地元旅行業者×地域の匠、食、歴史

・・・・のんべえのんべえのんべえのんべえ倶楽部（倶楽部（倶楽部（倶楽部（H22H22H22H22～）～）～）～）

酒米生産×地元酒蔵×体験活動×関連商品の開発

・淀川流域ノラおこしプロジェクト（・淀川流域ノラおこしプロジェクト（・淀川流域ノラおこしプロジェクト（・淀川流域ノラおこしプロジェクト（H21H21H21H21～）～）～）～）

中山間集落×流域の都市住民

・フードシステム協議会（・フードシステム協議会（・フードシステム協議会（・フードシステム協議会（H23H23H23H23～）～）～）～）

ほ場整備農地×業務用加工野菜×市・JA・ヤンマー

・薪プロジェクト（・薪プロジェクト（・薪プロジェクト（・薪プロジェクト（H22H22H22H22～）～）～）～）

薪×里山保全活動×獣害対策×障害者雇用

・市民共同発電所・市民共同発電所・市民共同発電所・市民共同発電所 （（（（H20H20H20H20～）～）～）～）

市民出資×太陽光発電×地域商品券

・バイオマス利活用推進会議（・バイオマス利活用推進会議（・バイオマス利活用推進会議（・バイオマス利活用推進会議（H20H20H20H20～）～）～）～）

バイオマス活用アドバイザー×一般廃棄物事業者

東近江市ハンドシェーク協議会（H20～）

環境系環境系環境系環境系NPONPONPONPOとまちづくり協議会、財団、市でとまちづくり協議会、財団、市でとまちづくり協議会、財団、市でとまちづくり協議会、財団、市で

構成構成構成構成

1)1)1)1)学ぶ（体験）プロジェクト学ぶ（体験）プロジェクト学ぶ（体験）プロジェクト学ぶ（体験）プロジェクト

2)2)2)2)食べる（地元食）プロジェクト食べる（地元食）プロジェクト食べる（地元食）プロジェクト食べる（地元食）プロジェクト

3)3)3)3)安らぐ（宿泊）プロジェクト安らぐ（宿泊）プロジェクト安らぐ（宿泊）プロジェクト安らぐ（宿泊）プロジェクト

エコ体験

東近江じまん家庭料理大集合

・平成・平成・平成・平成21212121年から春夏秋冬とおせち料理の計年から春夏秋冬とおせち料理の計年から春夏秋冬とおせち料理の計年から春夏秋冬とおせち料理の計

５回実施。合計５回実施。合計５回実施。合計５回実施。合計205205205205品のレシピ集を発行品のレシピ集を発行品のレシピ集を発行品のレシピ集を発行

１日限りの農家レストラン

・平成・平成・平成・平成21212121年から元レストランを借用して実施年から元レストランを借用して実施年から元レストランを借用して実施年から元レストランを借用して実施
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農家民宿開業への支援

・研修（・研修（・研修（・研修（H20H20H20H20～）、教育旅行の受入れ（～）、教育旅行の受入れ（～）、教育旅行の受入れ（～）、教育旅行の受入れ（H23H23H23H23

～）、農家民宿発開業（～）、農家民宿発開業（～）、農家民宿発開業（～）、農家民宿発開業（H22H22H22H22～）～）～）～）

2010年度目標に対して達成

1)1)1)1)学ぶ（体験）プロジェクト学ぶ（体験）プロジェクト学ぶ（体験）プロジェクト学ぶ（体験）プロジェクト

エコ体験者数：エコ体験者数：エコ体験者数：エコ体験者数：7000700070007000人人人人////年年年年→→→→9000900090009000人人人人////年年年年

2)2)2)2)食べる（地元食）プロジェクト食べる（地元食）プロジェクト食べる（地元食）プロジェクト食べる（地元食）プロジェクト

東近江食１００品東近江食１００品東近江食１００品東近江食１００品→→→→205205205205品品品品

農家レストラン開業農家レストラン開業農家レストラン開業農家レストラン開業→→→→H25H25H25H25年年年年4444月開業月開業月開業月開業

株式会社あいとうふるさと工房設立株式会社あいとうふるさと工房設立株式会社あいとうふるさと工房設立株式会社あいとうふるさと工房設立

3)3)3)3)安らぐ（宿泊）プロジェクト安らぐ（宿泊）プロジェクト安らぐ（宿泊）プロジェクト安らぐ（宿泊）プロジェクト

農家民宿農家民宿農家民宿農家民宿5555軒軒軒軒

教育旅行受入件数教育旅行受入件数教育旅行受入件数教育旅行受入件数 約約約約70707070軒軒軒軒

えんプロジェクト（H24～）

着地型観光の推進プロジェクト着地型観光の推進プロジェクト着地型観光の推進プロジェクト着地型観光の推進プロジェクト

（意義）

•地域の応援団づくりや移住者の掘り起こしが
できる

•地域にお金が落ちる
•訪問者の評価を受けて、地元が元気づく
•地域の本質や価値の確立に役立つ
•地域のプロ（企画者・語り部など）ができる
•住民よし、訪問者よし、地域よし、関係者よし

H24の内容

�地域資源の再確認

�着地型観光商品の企画、試行

�着地型観光の課題と推進方策

資源の再確認 企画・試行
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推進方策

【着地型観光に対する基本方針】

募集型企画ツアーでなく、

オーダーメイド型企画ツアーとする。

【当面のターゲット】

�三重県の住民（特にいなべ市・桑名市の文

化協会の加盟サークル）

�本市への視察者

甲賀のんべえ倶楽部（H22～）
四方よしの活動

１．米づくり、酒づくりができるのんべえが増える。

２．甲賀の造酒屋が活気づき、酒文化を継承する。

３．甲賀のお百姓さん、農村も元気になる。

４．優良農地が保全され、田んぼ生態系の保全や

耕作放棄地が防止できる。

のんべえよし、造酒屋よし、お百姓さんよし、

地域よしの四方よし

酒米づくり支援

■酒米づくりの支援（甲南町池田 倉崎）

６反（6,000㎡）→ 42表（2,520kg）

酒づくり支援

■酒づくりの支援（水口町 美富久酒造、笑四季酒造）

大吟醸（50％以下に精米）

精米1,200kg×２社→ 1.8ℓ 1,600本程度×２社

販売価格5合 1,800円

うち会員頒布用＋水口リカーショップやまなか販売用

グリーンツーリズム活動
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地域連携活動

■地域連携活動の支援（のんべえたぬきシリーズ）」

甲賀町隠岐 梅 ×日本酒＝梅日本酒

甲南町竜法師 甲南みそ×酒粕＝酒粕味噌

目標

農村振興のモデル地区の確立農村振興のモデル地区の確立農村振興のモデル地区の確立農村振興のモデル地区の確立

甲南町池田地区を甲南町池田地区を甲南町池田地区を甲南町池田地区を「「「「のんべえののんべえののんべえののんべえの郷郷郷郷 池田」池田」池田」池田」へへへへ

酒米づくりによる優良農地の確保（耕作放棄地の防止）酒米づくりによる優良農地の確保（耕作放棄地の防止）酒米づくりによる優良農地の確保（耕作放棄地の防止）酒米づくりによる優良農地の確保（耕作放棄地の防止）

酒米を活用した農業６次産業化酒米を活用した農業６次産業化酒米を活用した農業６次産業化酒米を活用した農業６次産業化

■酒米づくりの拡大■酒米づくりの拡大■酒米づくりの拡大■酒米づくりの拡大

現況現況現況現況 ６反６反６反６反 → 目標目標目標目標 12反反反反
農家１名農家１名農家１名農家１名 農家３名農家３名農家３名農家３名

■グリーンツーリズム活動の拡大■グリーンツーリズム活動の拡大■グリーンツーリズム活動の拡大■グリーンツーリズム活動の拡大

現況現況現況現況 → 着地型観光へ着地型観光へ着地型観光へ着地型観光へ

会員会員会員会員 各イベント各イベント各イベント各イベント20名名名名

■商品の販売拡大■商品の販売拡大■商品の販売拡大■商品の販売拡大

■地域連携活動の拡大■地域連携活動の拡大■地域連携活動の拡大■地域連携活動の拡大

★長期的には農家レストラン、農家民泊★長期的には農家レストラン、農家民泊★長期的には農家レストラン、農家民泊★長期的には農家レストラン、農家民泊

淀川流域ノラ起こしプロジェクト（H21～）

淀川上流の伊賀市上高尾の集落活動の支援淀川上流の伊賀市上高尾の集落活動の支援淀川上流の伊賀市上高尾の集落活動の支援淀川上流の伊賀市上高尾の集落活動の支援

下流域の住民が上流の農村を支えるしくむ下流域の住民が上流の農村を支えるしくむ下流域の住民が上流の農村を支えるしくむ下流域の住民が上流の農村を支えるしくむ

交流

空家活用 出張販売
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加工品 フードシステム協議会（H22～）

背景 実証調査

実践活動 業務用加工野菜産地形成
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今後の推進体制

東近江市ﾌｰﾄﾞｼｽﾃﾑ協議会の設立

・生産、加工、貯蔵、流通、販売のシステムづくり

・経営できる農家を育成するセミナーの開催

・加工・貯蔵用野菜の栽培実験調査とマニュアルづくり

・品目を限定した学校給食への食材の試験導入

・生産者、販売先へのマーケティング調査

共同出資会社の設立

（ビジネス特化）

流通コーディネート

（販路開拓）

加工・貯蔵・販売

ＦＳ協議会

（ソフト事業）

担い手研修の継続

情報発信

生産者・消費者の交流

農業体験

薪プロジェクト（H22～）

�「東近江市緑の分権改革推進事業」（総務省

より委託）で実施した雑木林の伐採から薪生

産・販売の試行調査から生まれたプロジェクトで

ある。

�その結果を踏まえ、平成23 年度薪の需要量・
森林管理の意向調査（市単独）を実施した。

�これらの最も大きな動機は、ナラ枯れによるこれらの最も大きな動機は、ナラ枯れによるこれらの最も大きな動機は、ナラ枯れによるこれらの最も大きな動機は、ナラ枯れによる

資源量（地域資源）の減少であり、雑木林の更資源量（地域資源）の減少であり、雑木林の更資源量（地域資源）の減少であり、雑木林の更資源量（地域資源）の減少であり、雑木林の更

新は将来の資源確保にとって重要な課題で新は将来の資源確保にとって重要な課題で新は将来の資源確保にとって重要な課題で新は将来の資源確保にとって重要な課題で

あった。あった。あった。あった。

持続可能な雑木林の管理手法持続可能な雑木林の管理手法持続可能な雑木林の管理手法持続可能な雑木林の管理手法

�雑木林における薪原木の原単位雑木林における薪原木の原単位雑木林における薪原木の原単位雑木林における薪原木の原単位

（３地区（３地区（３地区（３地区××××3,000ｍ2
のののの平均）平均）平均）平均）

0.964ｔ/100ｍ2
≒1t/100ｍ2

�天然林14,283.22ha（市の37.2％））））

�薪乾燥率薪乾燥率薪乾燥率薪乾燥率70％％％％

�伐採適期伐採適期伐採適期伐採適期30年年年年

�薪使用量薪使用量薪使用量薪使用量2.5ｔｔｔｔ/世帯世帯世帯世帯/年年年年

�最大12,850世帯の薪が供給可能
（市の30％）

資源量調査

現状コスト（伐採・搬出・運搬） ボランティア（下刈・除伐・搬出）
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障がい者（下刈・除伐） 障がい者（薪割）

障がい者（薪配達）
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市民共同発電所（H20～）

49

これまでの活動（H20～）

50

�平成20年度環境省「コミュニティファンドを活用した
環境保全活動促進事業」に採択。

�これを契機に、「ひがしおうみコミュニティビジネス推

進協議会」を設立。

�協議会で、ひがしおうみに適した太陽光発電事業に

よるコミュニティビジネスやファンドについて検討。

�平成20年９月から平成21年３月の７ヵ月間で、計19
回の協議会を開催

�平成22年１月30日 市民共同発電所２号機開設

�平成23年６月 地域商品券で初配当

�平成25年 あいとう福祉モール、川並地区、平和祈

念館の３ヵ所に市民共同発電所建設予定

一般的な市民共同発電所における問題点

51

東近江モデル

52

地域商品券

53

�発行:市内経済団体

（八日市商工会議所、東近江市商工会）

�参加店舗数：約350店舗

川並地区市民共同発電所

（福祉施設＋地域住民）

54
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あいとう福祉モール

55

あいとう福祉モール平面図

56

あいとう福祉モール市民共同発電

57 58

バイオマス利活用推進会議（H20～）

59

�バイオマス利活用アドバイザーのNPO

�主に甲賀市生ごみ循環エコロジーシステムの推進

�食品残渣、家畜排せつ物、下水汚泥の堆肥化

など

甲賀市生ごみ循環エコロジーシステム

60

・ごみの減量化、資源循環型社会の形成、地球温暖

化防止の観点から平成15年に導入
・7,200世帯の生ごみを回収（Ｈ21．６月現在）
・市民・企業・行政の協働システム
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循環の流れ

61

きっかけとその時点での課題

62

・可燃ごみが年３％で増加して、焼却場の稼働率が

90％を超えた。
・分別も14品目進みあとは生ごみ、プラごみだけ

（生ごみ分別における課題）

・家庭での分別が容易

・生成たい肥が流通すること

・家庭、集積所で悪臭がしないこと

63

おわりに

64

生業で本当に売りたいものは、

「将来の農村とそれを支える人々の絆」です。

＜生業づくりの心得＞

1)人を喜ばせること
2)多くの人を巻き込むこと
3)お金の流れを生むこと
4)関わる全員がパッピーになるような仕組みを作ること
5)リピートができる可能性を持つこと
6)感動 感謝 癒しが起きること


